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最
近
の
学
校
は
、
お
叱
り
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
感
謝
の
言
葉
を
頂
く
こ
と
は
少
な
い
も
の
で

す
。
（
卒
業
や
進
級
、
転
勤
の
時
な
ど
に
「
あ
り
が
と
う
」
な
ど
の
言
葉
は
も
ち
ろ
ん
頂
き
ま
す
が
・
・
・
）
今
回
、
こ
の

地
震
後
の
学
校
の
状
況
を
お
知
ら
せ
す
る
こ
と
に
関
し
て
、
大
変
迷
っ
た
こ
と
は
前
に
も
述
べ
ま
し
た
。
「
教
員
な
ら

そ
れ
く
ら
い
当
た
り
前
だ
ろ
う
。
」
と
思
わ
れ
る
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
た
か
ら
で
す
。
し
か
し
、
こ
の
状
況
は
是
非

と
も
学
校
・
保
護
者
・
地
域
の
皆
さ
ん
で
共
有
し
て
、
み
ん
な
で
こ
の
震
災
を
乗
り
越
え
な
け
れ
ば
・
・
と
の
想
い
か

ら
書
か
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
か
ら
、
た
く
さ
ん
の
お
返
事
を
も
ら
い
、
そ
の
中
に
は
「
先
生
た
ち
も
被
災
さ

れ
た
の
に
、
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
」の
言
葉
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
し
た
。
私
自
身
が
大
変
元
気
づ
け

ら
れ
ま
し
た
。
職
員
も
同
じ
気
持
ち
で
す
。
な
か
な
か
行
き
届
か
な
い
と
こ
ろ
も
多
い
で
す
が
、「
震
災
を
乗
り
越

え
る
」
と
い
う
同
じ
目
標
に
向
か
っ
て
、
学
校
・
保
護
者
・
地
域
が
、「
こ
の
美
咲
野
が
ふ
る
さ
と
に
な
る
、

美
咲
野
の
子
ど
も
た
ち
」
の
た
め
に
、
協
力
し
合
う
こ
と
が
大
切
だ
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。
「
美
咲
野
の
想

い
」
も
終
わ
り
に
近
づ
き
、
学
校
へ
の
感
謝
の
よ
う
な
内
容
が
多
く
申
し
訳
あ
り
ま
せ
ん
が
紹
介
さ
せ
て
下
さ
い
。

◯前震、本震を受けて、先生方の懸命の
対応に頭が下がる思いです。学校開放
日を設定して頂いてありがとうござい
ました。主人は、阪神・淡路大震災を
兵庫県西宮市で経験しており、その際、
避難所となった小学校は、体育館が近
隣の方の避難所、職員室が遺体安置所
となっており、その中での授業再開。
卒業式は、中学校の体育館で行われた
そうです。五月初旬、美咲野小は避難
所でなくなり、震災前と
ほとんど変わらない環境
での授業再開。いろいろ
考えさせられた１ヶ月で
した。

◯最初の地震の時、主人が仕事で私と
子ども二人で寝ていました。初めて
のあの大きな揺れに「どうすればい
いの」と叫んでいました。今考えれ
ば、私がもっと冷静だったら、今子
どもたちに残っている不安ももっと
小さいものだったかも・・と反省ば
かりです。～中略～ みんなで少し
ずつ元気になって「いい経験をした
ね。」と思えるようにしていきたい
と思います。

◯今回の美咲野小だよりを読み、本当
に先生方のご苦労、大変さ、学校の
混乱ぶりがよく伝わりました。まさ
か熊本に地震なんてと、私も
子どもたちも避難することの
大変さがよく分かりました。

◯この地震の
中、先生方
やＰＴＡ役
員の方々に
は子どもたちのために動いて下さり
大変感謝しています。震災の影響も
あってかスクールバスも大幅に遅れ
ています。子どもたちも先生に怒ら
れるのでは・・・など心配もしてい
ます。スクールバスの子どもたちが
安心できるよう対応して頂けないで
しょうか。

（阿蘇への交通が遮断され、二重の峠を通
るルートが大変な渋滞になっており、美
咲野小のスクールバスへの影響も出てお
ります。バス利用の子どもたちへは負担
をかけていますが、事情はわかっていま
すのでご心配なく。発着に関しての対応
もしていきます。）

くまもと家庭教育支援条例 地域の役割 （第８条）
地域の歴史、伝統、文化、行事等を通じて、地域で子どもたちの

育ちを支えていきましょう。

◯美咲野小だよりを読ませて頂き、先
生方の子どもたちへの想いがわかり、
感謝の気持ちで涙があふれました。
親にとっては、「やっと学校が再開し
た」くらいの気持ちでしたが、先生
方にとっては、何百人もの子どもた
ちを危険から守り、普通の学校生活
に戻すのに並外れた努力と疲労で心
も体も限界状態であったと察しまし
た。◯前震後、県外の実家に避難し本震

は経験していません。大変なとき
に逃げてしまい、何のお手伝いも
できず申し訳なく思っております。
美咲野小だよりは貴重な情報源で
もありました。

◯学校が始まるまでの間、先生方や
ＰＴＡの方々に大変な負担をおか
けしたのですね。学校日記もお忙
しい中書いて頂き、ありがとうご
ざいました。様子が分かり、保護
者として理解と協力をし
ていきたいと思いまし
た。家庭訪問、学校開放
も生活を戻していく励み
となりました。

◯関東にいる友人から、「防災頭巾」
を学校においていると聞きました。
普段は座布団として使っているそう
です。ヘルメットよりかさばらない
ので美咲野小も頭巾をもっておくの
もよいかと思います。（私もずっと以
前に、関東方面から転入してこられた保護
者の方に熊本は防災頭巾はないのですか？
と聞かれたことがあります。カタログ等調
べてみましたが金額的なこともあります。
導入にあたっては課題も多いですが、貴重
な意見に感謝しています。）

◯「地震後の不安を担任の先生に連
絡帳で伝えられたら」と思いつつ、
お忙しいので申し訳ないと躊躇し
ておりました。美咲野小だよりを
読ませて頂き、伝えていいんだと
安心しました。




